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研究成果の概要（和文）：2001 年の同時多発テロ以降、現代アメリカ演劇がグローバルな文脈

のなかで、どのような展開を見せたかにつき、大まかな認識論的地図を得ることができた。具

体的には、アメリカの主要都市に展開する地域劇団、ニューヨークに展開する商業演劇と実験

的演劇を研究対象とし、さらに大陸ヨーロッパにおけるフェスティバルカルチャーにおける、

アメリカ演劇の受容につき、調査研究を行った。他方、グローバル化の中で大きな変化を遂げ

つつある現代日本におけるパフォーマンス文化についても、現代アメリカ演劇との関連性を頭

に置きながら、考察を続けた。 

 

研究成果の概要（英文）：The research made it possible to draw a comprehensive cognitive 

map of performance cultures in the United States of America after 9.11. In more concrete 

terms, the research was targeted at 1) Regional theatres in major cities of the US. 2) 

Commercial theatre practices (Broadway and Off Broadway) and experimental 

performance cultures in New York City. 3) The reception and perception of contemporary 

American performance cultures among continental European festival circuits. In addition, 

I made some academic considerations toward ever-increasing degree of globalization, 

especially paying much attention to a comparative study of contemporary Japanese 

performance cultures and those in the US.  
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１． 研究開始当初の背景 

研究者は従来、アメリカ合衆国という文化
圏の内部において、演劇というメディアが社
会的重要性を増すことになった１９６０年

代以降におけるアメリカ現代演劇の研究を
さまざまな角度から行なってきた。その成果
は研究者の博士論文となった『メロドラマか
らパフォーマンス――２０世紀アメリカ演
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劇論』（２００１年、東京大学出版会）とし
て出版しているが、本書では題名にもあると
おり、２０世紀初頭のユージン・オニール等
の劇作家の戯曲研究から１９８０年代にそ
のピークを迎えるパフォーマンス・アートま
で、時代的に言うなら、おおよそ１９９０年
前後までがその研究対象となっていた。その
後も研究者は、「グローバリゼーション」を
キーワードとして、アメリカにとどまらない
現代演劇研究を続けてきたが、本研究はそう
した研究者の一貫した研究的興味と研究成
果の延長線上に位置づけられるものである。 

 

２． 研究の目的 

本研究では、これまでの研究成果をふまえ、
「〈９・１１〉以降」という同時代のキーワ
ードを導入することにより、各国文学研究の
下位に位置づけられてきた研究分野として
の「演劇」ではなく、大きく変容を遂げつつ
ある世界＝グローバルを理論化・問題化しつ
つ、文化・芸術実践の重要な場所（サイト）
として、アメリカ合衆国＝ローカルにおける
２００１年以降のアメリカの現代演劇実践
を比較演劇学的に捉えようとするものであ
る。具体的には、 

（１）１９６０年代に、ほぼいっせいに発生
した前衛演劇と呼ばれる演劇実践の２０世
紀末までの系譜について、ドイツ・フランス
を中心とするヨーロッパと日本とアメリカ
合衆国におけるそれぞれの歴史を丁重にた
どり直し、そこで近代的な演劇実践のあり方
がどのような変容を遂げたのか、資料的・理
論的に理解する。 

（２）そうした系譜学的研究を一通り終えた
後に、常に演劇実践にともなう上演の制度
（劇場・劇団制の問題）、インフラストラク
チャー（助成の問題）を該当する該当地域の
演劇文化について調査し、そうした制度的側
面が演劇実践に及ぼす具体的影響を明らか
にする。 

（３）１９８０年代以降に発展・展開する文
化理論としてのポスト構造主義、フェミニズ
ム、ポストコロニアリズム、カルチュラル・
スタディーズなどの、ヨーロッパ、日本、ア
メリカにおけるそれぞれの展開を、表象文化
論、身体論を中心にしながらあとづける。 

（４）さらに、特に１９９０年代以降に展開
するグローバリゼーションをめぐる言説に
ついての資料を広い関関心を維持しながら
収集し、特に経済をめぐるグローバリゼーシ
ョンという歴史過程への文化・芸術実践のか
かわりについての同時代的思潮を明らかに
する。 

（５）「〈９・１１〉以降」という文脈の中で、
具体的なアメリカ合衆国政府の文化政策の
変化（たとえば、愛国法の成立を巡る）等を
詳細に調査し、そのことがもたらしたアメリ

カ国民の意識変化とそれがアメリカ合衆国
における演劇実践、さらには「パフォーマン
ス文化」と呼べるものにもたらした制度的、
実践的、主題的、思想的変化を明らかにする。 

（６）最終的には、そのような多様な複数性
の文脈をたちあげながら、２００１年以降の
現代アメリカ演劇実践について、伝統的な演
劇のみならず、パフォーマンスの分野につい
ても、その実態についての調査研究を行い、
より具体的な演劇実践と「〈９・１１〉以降」
という歴史的問題性の関係を明らかにする。 

 演劇研究が文学研究の領野を離れ、たとえ
ば研究者がそのディシプリンに帰属すると
自覚しているパフォーマンス研究という新
たなディシプリンを立ち上げてからかなり
の時間が経過した。パフォーマンス研究は、
「パフォーマンス」という概念をキーワード
にして、狭義の演劇や芸術の諸実践から社会
的事象まで、さまざまな対象を学際的な方法
論によって記述分析しようとする学問分野
である。ところが、すでに触れたように演劇
の上演はその場かぎりで消えてしまうとい
う研究対象の特性があるため、演劇研究にと
って、文化圏的・地域的束縛がいまだかなり
強いままでことは否定できない。とはいえ、
いわゆるポストモダンの時代を経過し、高級
芸術と大衆文化の境界が突破されてしまっ
ている現状を考えても、ますます多様化する
演劇実践をより大きな視座から包括的かつ
理論的に捉え直す必要性が緊急に存在する
と思われ、そのためにはパフォーマンス研究
的方法論が重要な役割を果たしうると考え
られる。しかしながら、アメリカ合衆国にお
ける演劇研究は、たとえパフォーマンス研究
を名乗っていても、いまだ国内的な実践をめ
ぐる研究が中心となっており、国境横断的な、
即ちグローバルな視座からの研究はようや
く手がつけられはじめたところにすぎない。
一方、日本における演劇研究は、外国演劇に
ついては各国文学研究の下位に位置づけら
れたままで、アメリカの現代演劇研究も、あ
るいは日本の現代演劇研究も、ほとんど行わ
れていないのが実情である。行われていない
というのが言いすぎであるなら、主として単
なる戯曲研究にすぎないものや紹介程度の
研究しか行われていないと言ってもよい。た
しかに、「〈９・１１〉以降」という文脈にお
いて、研究者自身の業績を含め、尐なくない
ジャーナリスティックな文献は書かれてき
てはいるものの、当事者的でありすぎたり、
あまりに近い時代であるということも手伝
って、学術的に意味がある研究はようやく端
緒についたところ、というのが現実であろう。
こうした日本とアメリカの研究状況からい
っても、本研究はどちらの学界にとっても、
画期的なスコープをほこる野心的かつ重要
な研究であると研究者は自負している。 



 

 

 

３． 研究の方法 

（２００８年度） 本研究は個人で行なうに
はかなり大規模なプロジェクトとして構想
されており、効率的な方針を立てるのがかな
り困難であることが予想される。そこで研究
者は、まず、アメリカ側では、１９６０年代
以降の現代アメリカ演劇についての研究を
主導する立場にあり、研究者の留学中の指導
教官だったリチャード・シェクナー教授（ニ
ューヨーク大学パフォーマンス研究科）と、
この時代のみならず、現代アメリカ演劇の研
究者として、またポスト構造主義批評の論客
としてアメリカを代表すハーバート・ブラウ
教授（ワシントン大学）、ヨーロッパではヨ
ーロッパ演劇研究の大家であるドイツのハ
ンス＝ティース・レーマン教授（フランクフ
ルト大学教授）の三名に、本研究についてさ
まざまなご教示をお願いし、また三人が個人
的に収集している主として歴史的資料もか
なりあるので、それを提供していただくこと
から本研究をはじめることになった。と同時
に、研究者と緊密な関係にある国内有数の舞
台芸術研究機関である京都造形芸術大学付
属舞台芸術研究センターとの研究内容につ
いての緊密な連携をとった。 

さて、初年度の２００８年度においては、
「〈９・１１〉以降の現代アメリカ演劇の実
態の把握」という観点から、ニューヨークと
ロスアンジェルスという東海岸と西海岸の
演劇の拠点都市と、アメリカ合衆国各地に存
在するリージョナル・シアターにおける演劇
実践を具体的な研究対象とし、該当する演劇
についての基本図書、すなわち現代アメリカ
演劇関係の研究書や演劇を扱ったさまざま
な雑資料（新聞、大衆雑誌を含めた諸雑誌）
の収集を開始した。また、本研究のもう一つ
の重要なテーマである「〈９・１１〉以降」
をめぐる欧米ならびに日本における思想状
況を把握するため、多様な学問領域における
基本図書を収集・通読した。その際、批評理
論にかかわる諸文献――ポスト構造主義、フ
ェミニズム、ポストコロニアリズム、カルチ
ュラル・スタディーズ等々――と、テロリズ
ムやグローバリゼーションをめぐる思想・哲
学系の書物が資料収集の中心となった。さら
に、演劇の場合、活字メディアだけを見ても、
そこから得られるものは限られることが想
定されるので、活字メディア以外の演劇実践
に関係する映像資料も可能なかぎり収集し
た。また研究者は、当該年度中に資料収集と
研究内容のレビューのため、短期間渡米する
計画を立てていたが、校務の関係で断念せざ
るを得なかった。一方、上記京都造形芸術大
学付属舞台芸術研究センターへの出張は行
い、センターの関係者と研究についての打ち
合わせを行った。こうして収集した資料はか

なり膨大な量になったので、パーソナル・コ
ンピュータを用いてその資料の整理を行な
った。 

 

（２００９年度以降）シェクナー教授、ブラ
ウ教授、レーマン教授とは研究の進行状況を
逐次連絡し、引きつづきご教示いただいた。
また、資料的には、初年度の研究の進捗状況
によって、何を収集すべきか決定していかな
ければならないと考えていたが、以下のよう
な資料を収集・通読することになった。ヨー
ロッパや日本の演劇の制度的側面について
の資料（主として、ドイツ、フランスの公共
劇場、助成制度をめぐる資料、日本の新劇史
と小劇場運動、ならびに国立劇場、文化助成
に関する資料）と、具体的上演についての周
辺的資料（研究書、上演時のプログラム、劇
評等）。ヨーロッパと日本、アメリカの戯曲
と演劇史、戯、曲史、文学史関係の資料。ポ
スト構造主義関係、ポストコロニアリズム関
係、フェミニズム関係、カルチュラル・スタ
ディーズ関係の基本的図書と雑誌資料。映像
資料については、入手が困難であったり、時
間がかかったりすることもあったが、初年度
から引きつづき、収集に努力した。また、こ
の期間も引き続き、京都造形芸術大学付属舞
台芸術センターと密接な連絡を取りつつ、本
研究が国内的文脈での妥当性を失わないよ
うに配慮するとともに、本研究成果を研究セ
ンターの活動を通じて、日本における舞台芸
術実践等、より広範な社会的圏域において、
意味を持つように考えてゆくことができた。 

 
４． 研究成果 

主題が広範にわたっているものであるた
め、成果を一言でまとめるのは不可能である
が、２００１年９月１１日に起きた同時多発
テロ以降、アメリカ合衆国における演劇ない
しはパフォーマンスの文化は、ニューヨーク
を中心に、いわゆる多文化主義のアウトレッ
トとしてのパフォーマンスというこれまで
の流れを引き受けつつ、〈アメリカ〉という
大文字の理念を問い直す方向へと舵を切っ
たと大まかには言っておける。しかし、テロ
の記憶が薄れるにつれ、従前のパフォーマン
スの特質であったアイデンティティをめぐ
る問いへと回帰する方向が強く出てきたと
考えられる。一方、大陸ヨーロッパとの関係
において、今まで以上に緊密な連携が取られ
るようになったというのも、〈その後〉にお
ける大きな特徴であると考えられる。アメリ
カの主要都市に存在する地域劇団は、これま
で以上に、地域との密接な関係をはかること
になり、その意味で、世界的に知られるよう
になるような芸術実践は、そこから生まれる
ことは従来以上にむずかしくなった。他方、
ニューヨークを中心とするより革新的な演



 

 

劇実践は、国内の現代美術館や大学、あるい
は海外のフェスティバル等での可視性を強
めていった。それはまた同時に、グローバル
化が進む世界的状況の中で、グローバルなパ
フォーマンス文化はいかに可能か、という問
いへの応答であったとも考えられる。本研究
によって、現代アメリカ演劇がかかえる諸問
題を把握することができたと考えるが、それ
を論文や著作にまとめるのは、これからとい
う段階である。 
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